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公益社団法人鹿児島共済会 



１. 主旨 

医療従事者や患者さまの間で、同じ医学的事実を共有していても、それを捉える価値

観が異なれば、治療上の判断が分かれる事態が起こり得ます。当法人ではこの問題に

対し、各関係法令を遵守するとともに、患者さまの尊厳や人権に配慮するために「臨

床倫理指針」を定めます。また主な具体的課題に対しては、学術団体等から公表され

ているガイドライン等を参照し、対応指針として定めています。 

２. 原則 

（１）患者さまに公正な医療を提供します。 

（２）情報を正しく伝え、十分な説明と同意に基づく自己決定権を尊重します。 

（３）患者さまの人生が最後まで豊かであるように、その意志を尊重します。 

（４）患者さまの立場に立った対応を常に心がけ、良好な信頼関係に基づいた医療を患者

さまと協同して行います。 

（５）患者さまに最小の負担で最大の利益がもたらされるよう努めます。 

（６）科学的根拠に基づいた、安全・最良な医療を行うよう努めます。 

（７）個人情報やプライバシーを保護し、職務上の守秘義務を遵守します。 

（８）医療や倫理に関する関連法規を遵守し、医療倫理の諸指針を尊重します。  

３. 主な臨床倫理問題への対応指針 

（１）医療行為の妥当性 

本臨床倫理指針の原則に従い、判断します。判断が不可能な場合には、臨床倫理委

員会や小委員会を開催し、その方針に従います。 

（２）真実の開示 

原則として真実を開示します。なお、患者さまが望まない場合や、臨床試験に参加

しており、担当医も真実を知らない場合は、この限りではありません。 

（３）説明と同意 

これから行おうとする検査や治療については、病名、治療・検査目的、内容、リス

ク、代替可能な治療や検査法、何もしない場合に考えられる結果などを患者さまに

十分な情報を提供して説明し、同意を得た上で行います。患者さまは、医療者から

十分な説明と情報提供を受けた上で、治療・検査・その他の医療行為について自ら

の意思と価値観に基づいて選択することや、拒否する権利があります。なお、拒否

したとしても、一切の不利益を被ることはありません。 

（４）意識不明や判断能力のない患者さまへの対応 

意識不明や判断能力のない患者さまにおいては、ご家族など適切な代理人の同意を

得て、治療に必要な判断と決定を行います。なお、適切な代理人がいない場合や、



生命の危機に係わる緊急事態で家族関係者に連絡がつかない場合は、多職種で検討

し、患者さまにとって最善の利益となる治療を行います。 

（５）法的判断能力がある患者の治療拒否 

治療によって生ずる負担と利益を提示し、その上で、望まない治療を拒否できる権

利を患者さまに認めます。医療者と患者さまの意向が対立する場合には、多職種に

よる協議で検討します。ただし、感染症法などに基づき、治療拒否は制限される場

合があります。 

（６）輸血拒否に関する問題 

宗教上の理由などから輸血を拒否される患者さまには、「宗教的輸血拒否に関するガ

イドライン（2008 年 宗教的輸血拒否に関する合同委員会報告）」に基づいて対応し

ます。 

（７）終末期医療 

南風病院の定める「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関する指

針」に基づいて実践します。 

（８）心肺蘇生、蘇生不要指示 

ＣＰＲ（心肺蘇生術）の有効性、ＤＮＡＲ（蘇生不要）指示の適切性を患者さんや

代理人と話し合い、倫理的側面を考慮し、症例毎に適切性を検討します。多くの臨

床の場でＣＰＲの効果は限られていることを、患者さまや代理人に説明し、理解と

同意を求めます。その上で、 

① 患者さまが意思表示できる間に、延命治療など終末期医療に対する希望を確認し、

それを重視します。 

② 患者さまの意志が確認できない場合で、家族等から患者さまの意志が推定できる

場合は、それを重視します。 

③ 患者さまの意志が確認も推定もできない場合、家族等との話合いで意見の一致が

あれば、それを重視します。 

④ 患者の意志が確認も推定もできない場合で、家族等の意見に一致がみられない場

合は、担当医が臨床倫理の原則に従い判断します。 

（９）臓器移植、脳死判定 

厚生労働省の「臓器の移植に関する法律」の運用に関する指針を遵守して行います。

臓器提供については臓器提供マニュアルに従います。臓器提供の意思は、臓器提供

意思表示カード、健康保健書・運転免許・マイナンバーカードの意思表示欄、その

他の意思表示書類などで確認し、尊重します。 



（１０）身体抑制 

南風病院の身体拘束マニュアルに従います。身体拘束が必要と判断された場合であ

っても、身体拘束以外の緩やかな手段が考えられる場合は、それを選択するよう努

めます。しかし、緊急時ややむを得ない場合の対応として、① 切迫性（抑制しなけ

れば生命にかかわる可能性がある場合）、② 非代替性（他に代わる手段がない）、③ 

一時性（必要なくなれば速やかに解除する）を満たすことを確認します。また、そ

の回避・軽減・解除に向けて取り組みます。 

（１１）セカンドオピニオン 

患者さまには、納得した治療を受けるために、主治医以外の医師へ意見（セカンド

オピニオン）を求める権利があり、他の医療機関での診察を希望される場合には、

必要な資料を提供します。その場合にも、一切の不利益を被ることはありません。 

（１２）臨床研究、治験 

国等の指針、南風病院の治験審査委員会、臨床研究倫理審査委員会の指示に従い行

います。 

（１３）個人情報について 

患者さまの個人情報・データ等の管理については、「個人情報保護法」等の関連法規

のほか、院内で定める関連規程等に基づき対応します。 

（１４）その他 

本臨床倫理の原則に従い判断します。判断が不可能な場合には、臨床倫理委員会や

小委員会を開催し、その方針に従います。 

４. 見直しと変更 

この指針は、定期的に見直し、変更は院長の承認を得て、一定期間公示後、運用します。 

 

附 則 

この指針は令和 6年 8月 19日に制定、施行する。 


